
9･2 広報活動 

 

海洋国家である日本の存立基盤ともいえる海運の重要性への理解を、子供や若者を中心に

広げるべく、これまで船舶や海事施設等の見学会、海に関連したイベントを通じた資料展示・提

供や出前授業等を実施するとともに、SNS を活用したキャンペーンの実施などを行ってきた。

2022 年度からは、重要課題のひとつとして「海事広報活動の強化」を掲げ、海運の重要性や役

割の認知度を更に高め、海事産業全体に関心をもっていただくための PRプロジェクトを始動し、

2023 年度はプロジェクトを全国各地へと拡げて実施したことから、2024 年度も引き続き全国的な

PRプロジェクトを継続した。その他、記者会見・ホームページ・SNS・セミナー等による情報発信を

行った。主な活動の概要は次の通りである。 

 

9・2・1 海運の重要性に関する認知度向上のための活動 

 

1.一般向け広報 

（１）海運の PRキャンペーンの実施（添付 9-2-1-1） 

2024 年度も引き続き、海運のみならず造船や港湾など海事産業全体の認知向上を図るため、

他の海事諸団体とも連携しつつ「“開運”じゃなくて、“海運”です。」をキャッチコピーとするPRプ

ロジェクトを全国各地で展開した。 

より多くの一般の方に海運の存在を知っていただけるよう、「海の日」を中心に SNS（X、

Instagram）を活用し、「海運クイズ」と「“推し船” No.1 決定戦！」の 2つの PRキャンペーンを実

施した結果、約 5 万回の総リポスト数を獲得し X のフォロワー数が 4.1 万超を記録するなど、こ

れまで海運に触れる機会が少なかった層との接点を拡大した。2025年 1月～2月には「“開運”

じゃなくて、“海運”です。」をキャッチコピーに、関東、関西、中京、北海道、福岡、広島、愛媛エ

リアで、若者層を主な対象に YouTube と TVer において動画広告を配信したほか、横浜、名古

屋、大阪で駅貼り広告を掲出するなど大規模な広告キャンペーンを展開した。 

両キャンペーンは、会員会社や他の海事諸団体等からの協力も得て成功裏に終わった。こ

れら短期間の PR キャンペーンと並行して、半年間にわたり Yahoo トップページ（PC 版）でのバ

ナー広告の掲載も開始し、長期間にわたり継続して人の目に触れる広告の展開を通じて、海運

の認知度向上に寄与した。また、これら活動を更に充実・発展させるべく、来年度に向けた検討

を開始した。 

 

（２）海運の認知度向上・魅力発信のためのイベント等の実施 

会員会社や他の海事諸団体等と連携し、国土交通省他による「海の日行事」や全国各地で

開催された船や港に関するイベントに、精力的に海事 PR ブースを出展した。来場者の海運へ

の関心や理解をさらに深めるため、海運クイズや自動車船内を見学できる360°VR動画等を活

用して海運の役割を紹介するとともに、イベントの様子を SNS（X、Instagram）で発信するなど、

海運の認知度向上に向けて積極的に活動した。 

また、大島商船高等専門学校の協力を得て、北九州市と下関市において練習船による体験

航海を実施した。（添付 9-2-1—2） 



2.学校教育関連 

（1）教育関係者・児童向け（添付 9-2-1-2） 

学校教育の場において海運の役割を取り上げた授業や校外学習に協力すべく、積極的に出

前授業や海事施設の見学会を実施した。また、教員や教科書会社向けにも海事講座や見学会

を実施した他、全国小学校社会科研究協議会（出雲大会）にブース出展して出前授業への講

師派遣や海運に関する資料提供について紹介するなど、教育関係者に向けた広報に注力し

た。 

 

（2）寄附講座への協力 

大学生、大学院生等を対象として開講された以下の寄付講座への講師派遣等に協力した。 

松山大学 

 

公開講座「海事経済論」全 15講座のうち、7講座。 

日本物流団体 

連合会 

 

物流全般をテーマとする大学寄附講座のうち、外航海運の講座に

ついて、青山学院大学・横浜国立大学・都立大学の 3 校、計 3 講

座。 

関西海事教育 

アライアンス 

大阪大学、大阪公立大学、神戸大学の 3 大学大学院の連携授業  

全 9講座のうち、４講座 

 

東京大学 

公共政策大学院 

「海事政策論」1講座  

※授業時間（夜間）のため、コンテナターミナル見学は昨年に引き

続き見送り。 

 

 

(3)日本船長協会との共催事業 

児童・生徒向けの「子供達に海と船を語る」講演会を計 15回開催し、約 626名の児童・生徒と

その保護者が参加した。 

 

3.オピニオンリーダー・マスコミ向け広報 

（1）定例記者会見の開催 

定例理事会開催日等に、一般紙記者および海運専門紙記者を対象として、会長による定例

記者会見を対面とオンラインを併用したハイブリッド形式で実施した。 

 

（2）個別取材やインタビューへの対応 

メディア関係者からの取材要請に適宜対応するとともに、会長へのインタビューを通じ、当協

会の取り組み課題や活動について理解促進に努めた。 

 

（3）当協会活動のホームページによる配信、総合物流情報誌「KAIUN」への掲載 

海運業界が直面する諸課題や内外の動向およびこれらに対する当協会の対応や活動を主

な内容とする記事を随時ホームページに掲載するとともに、SNS も活用して情報を発信した。ま



た、総合物流情報誌「KAIUN」にも当協会常任委員メンバーの執筆による「オピニオン」や諸活

動を掲載した。 

 

（4）海事記者会・プレスリリース業務 

会員会社および海事記者会の便宜を図るため、プレスリリースの窓口業務を行った。 

 

9・2・2 環境広報活動 

 

海運業界の環境保全への取組みを広く周知するため、当協会は、2018年1月に環境広報タ

スクフォース（TF）を設置した。2020 年度以降は、海運業界における温室効果ガス（GHG）排

出削減に向けた取り組みについての広報を活動の軸としている。 

当協会は、国連気候変動枠組条約第 26回締約国会議（COP26）や IMO・海洋環境保護委

員会（MEPC）の開催を前にした、2021 年 10 月 26 日に会長記者会見を開催し、日本の海運

業界として「2050 年 GHG ネットゼロへ挑戦する」ことを表明し、当協会ホームページに特設ペ

ージを開設した（詳細は 2021年度年報ご参照）。 

2024年度に関しては、名古屋港利用促進協議会が発行する雑誌「名古屋港」に特設ページ

の要点や会員会社の最新の取り組みを紹介する記事を掲載したほか、今後、朝日新聞社が発

行する小中学生向け教育教材「おしごと年鑑」に特設ページの要点を紹介する記事を掲載する

こととしている。また、当協会発行の Shipping Now（2024-2025 年版）において、新たに

EU-ETS の紹介記事を掲載し、業界の様々な取り組みに関する理解促進を図った。排出削減

目標および、これに至るまで約 10年毎の削減目安などを分かり易く図示した。 

なお、環境保全への取組みを説明する際、コストに関する内容にも触れ得る場合は、競争法

を遵守するため、弁護士や公正取引委員会等にも適宜相談・確認しつつ活動することとしてい

る。 

 

9･2･3 セミナー等の開催 

 

1.「海上安全セミナー」の開催 

 当協会は、例年、環境や海上安全を巡る諸課題に関して情報の提供や問題意識の共有を

目的としたセミナーを開催している。2024 年度は 2025 年 2 月 6 日に、「海上安全セミナー」を

開催し、会員のほか関係省庁、海事関係者などオンラインを含め 140名近い参加者を得た。 

セミナーでは、当協会大谷祐介海上安全委員長の開会挨拶に続き、慶應義塾大学の田中浩

一郎教授からは「昨今の中東地域における海上交通に対する脅威とその対処」、海上自衛隊 

の外川久人 2 等海佐からは「商船への攻撃に対する航行安全の確保のための方策」、日本海

事協会の多羅尾保允技師からは「「電気自動車安全輸送のための考え方」と題した講演を頂い

た。 

 

2.「2024年海運講習会」の開催 

例年、3 月末に会員会社等の新入社員を主な対象として、社会人としての門出を祝し、海運

人としての自覚を促す一助に「海運講習会」を 1957年から開催している。2025年は、3月 31日

に対面とオンラインを併用したハイブリッド形式で開催した。 



同講習会には全国各地から、昨年の参加人数を上回る 300名が受講した。 



 
1. 海の日 X キャンペーン 
① 「海運クイズ」7/9~7/22   ②「”推し船” No.1 決定戦！」7/15~7/22 
クイズ参加数： 4,609 名    結果概要：推し船参加数： 3,436 名 
総リポスト数：35,058 回（海運クイズのみ） 総 得 票 数 ：30,290 票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海の日 X キャンペーンの実施により、当協会 X のフォロワー数は約 8 千人増加して 4.1 万

人超に。 
 
2. 駅貼り広告 
③ 横浜駅（東急東横線）1/27～2/2   ④ 名古屋駅（地下鉄東山線/改札内）1/27～2/2 

 
⑤ 大阪梅田駅（阪急線）1/27～2/2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「“開運”じゃなくて、”海運”です。」2024年度 広告集中キャンペーンの模様 



3. TVer 広告 （画像はイメージ） 
⑥ 動画広告配信 1/14～2/10 
関東 1 都 6 県、関西 2 府 4 県、中京 3 県、北

海道、福岡県、広島県、愛媛県で、18~24 歳の若

者が視聴する動画内にランダム表示。 
https://www.youtube.com/watch?v=M_bpt5vP1Fo 
https://www.youtube.com/watch?v=B2jh-8f__bU 
 
 
 
4. YouTube 広告 （画像はイメージ） 
⑦ 動画広告配信 1/14～2/10 
関東 1 都 6 県、関西 2 府 4 県、中京 3 県、北

海道、福岡県、広島県、愛媛県で、18~34 歳の若者

が視聴する動画内にランダム表示。 
https://www.youtube.com/watch?v=M_bpt5vP1Fo 
https://www.youtube.com/watch?v=B2jh-8f__bU 
 
 
5. 船協 HP、船協 X アカウント 
⑧ X アカウント投稿 
キャンペーン期間中、キャンペーンの状況等を発信。 
 
⑨ HP 特設サイト 
プロモーション情報欄に、広告キャンペーンの 
詳細情報を掲載、WEB アンケートフォームを設置す

る等の改修を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6. Yahoo トップページバナー広告（PC 版） 
⑩Yahoo バナー広告 1/14~7/14（年度をまたいで実施） 
1 か月毎にバナー3 種を交代で、6 か月間掲載。1 か月あたり約 30 万回の表示を見込む。 

 
 



横浜（東急東横線横浜駅） 横浜ビッグ10

1

※広告デザインイメージ

※駅及び駅員等へのお問い合わせはご遠慮ください。

・期間：1/27（月）～2/2（日）
（参考：掲載作業：1/27（月）午後、撤去作業：2/2（日）午後 ※状況により多少変更となる場合あり）



名古屋（地下鉄名古屋駅東山線ホーム） ビッグウォールセット

・期間：1/27（月）～2/2（日）

※地下鉄名古屋駅東山線ホーム内に掲載（上図Aの箇所）
※掲載はビッグウォール部と柱巻き８本
※駅及び駅員等へのお問い合わせはご遠慮ください。

2※前回イメージ



大阪（阪急大阪梅田駅） 梅田ロング60

※前回イメージ

阪
急
大
阪
梅
田
駅

方
面

阪
急
百
貨
店

・期間：1/27（月）～2/2（日）
（参考：掲載作業：1/27（月）午前 ※状況により多少変更となる場合あり）

※阪急大阪梅田駅～阪急百貨店を結ぶ動く歩道の通路に掲載

3
※駅及び駅員等へのお問い合わせはご遠慮ください。



No 一般/教育 開催日 名称 開催地

1 教育 5月2日 川崎港コンテナ埠頭見学会（中央大学、拓殖大学） 神奈川県 川崎市

2 教育 6月5日 コンテナターミナル見学（新潟市立南浜中学校） 新潟県 新潟市

3 教育 7月6日 出前授業（豊島区立千川中学校） 東京都 豊島区

4 一般/教育 7月15日 海の日プロジェクト in 青海 【教育関係者向けPCC見学会、JSA/KLブース】 東京都 江東区

5 一般 7月15日 豊橋みなとフェスティバル　【グッズ・資料提供のみ】 愛知県 豊橋市

6 教育 7月17日 コンテナターミナル・LNG基地見学会（聖籠町立亀代小学校） 新潟県 新潟市

7 一般 7月27日 大島商船高専「大島丸」体験航海 福岡県 北九州市

8 一般 7月28日 大島商船高専「大島丸」体験航海 山口県 下関市

9 一般 7月30日 故郷の海を愛する会（JMU津造船所と四日市港ポートビルの見学） 三重県 津市/四日市市

10 教育 8月1日 下関市小学校教員向け 海事産業見学会 山口県 下関市

11 教育 8月3日・4日 海洋都市横浜うみ博2024　【教育関係者向けPCC見学会】 神奈川県 横浜市

12 一般/教育 8月8日 故郷の海を愛する会（鉱石運搬船と電力館テラ46・LNG基地の見学） 三重県 四日市市/川越町

13 教育 8月18日 京都府中学校社会科教育実践研究会　【資料提供のみ】 京都府 京都市

14 一般 8月21日 神戸「客船フェスタ」　【グッズ・パンフ提供のみ】 兵庫県 神戸市

15 教育 8月22日 熊本市小学校社会科部会教員向け　見学会 熊本県 熊本市

16 一般 9月8日 函館どつく見学会　【グッズ・パンフ提供のみ】 北海道 函館市

17 教育 9月11日 出前授業（私立帝京大学小学校） 東京都 多摩市

18 教育 9月11日 コンテナターミナル・LNG基地見学会（新潟市立青山小学校） 新潟県 新潟市

19 教育 9月12日 出前授業（紋別市立紋別小学校）５年生 北海道 紋別市

20 教育 9月13日 ガリンコ号体験乗船・海事講座（紋別市立潮見小学校） 北海道 紋別市

21 教育 9月19日 出前授業（中野区立北原小学校） ＊見学会9/26前 東京都 中野区

22 教育 9月26日 コンテナターミナル見学会（中野区立北原小学校）* 東京都 品川区

23 教育 9月27日 コンテナターミナル・LNG基地見学会（新潟市立早通南小学校） 新潟県 新潟市

24 教育 10月4日 コンテナターミナル・LNG基地見学会（新潟市立万代長嶺小学校） 新潟県 新潟市

25 一般 10月5日 故郷の海を愛する会（PILOTシミュレーター体験と名古屋港の見学） 愛知県 名古屋市

26 一般 １０月１２日・１３日 第５１回川崎みなと祭り 神奈川県 川崎市

27 一般 10月15日 川崎港運協会　川崎港見学会　【資料・グッズ提供】 神奈川県 川崎市

28 教育 10月16日 コンテナターミナル・LNG基地見学会（新潟市立濁川小学校） 新潟県 新潟市

29 教育 10月24日 出前授業（港区立笄小学校） 東京都 港区

30 一般 10月26日・27日 北九州港開港記念イベント 福岡県 北九州市門司区

31 教育 10月31日・11月1日 全国小学校社会科研究協議会研究大会 島根県 出雲市

32 教育 11月8日 コンテナターミナル・LNG基地見学会（新潟市立有明台小学校） 新潟県 新潟市

33 一般 11月9・10日 ブース出展「名古屋港イベント」 ※日本丸寄港 愛知県 名古屋市

34 一般 11月10日 海洋文化都市くれ海博2024 広島県　呉市

35 教育 11月19日 出前授業（埼玉県幸手市立行幸小学校） 埼玉県 幸手市

37 教育 11月20日 出前授業（三郷市立立花小学校） 埼玉県 三郷市

38 教育 11月21日 コンテナターミナル見学会（新宿区立四谷小学校） 東京都　品川区

39 教育 11月27日 出前授業（新宿区立四谷小学校） 東京都　新宿区

40 教育 12月2日 出前授業（越谷市立蒲生小学校） 埼玉県　越谷市

41 一般 12月8日 故郷の海を愛する会（鳥羽商船高専の歴史と船と海の話） 三重県 鳥羽市

42 教育 12月20日 熊本市立本荘小学校（熊本港フェリーターミナル） 熊本県　熊本市

43 教育 1月16日 出前授業（埼玉大学教育学部附属小学校） 埼玉県 さいたま市

44 教育 1月22日 コンテナターミナル見学会（埼玉大学教育学部付属小学校） 東京都　品川区

45 教育 2月25日 自動車船ターミナル見学会（世田谷区立砧南小学校） 神奈川県 横浜市

46 教育 3月12日 教科書会社向け見学会 東京都　江東区他

 2024年度　広報活動一覧　（2025年2月10日時点）


